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八
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安
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三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
佐
々
木
憲
昭
君
提
出
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
の
刀
剣
審
査
の
透
明
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
佐
々
木
憲
昭
君
提
出
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
の
刀
剣
審
査
の
透
明
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
は
、
刀
剣
及
び
刀
装
具
（
以
下
「
刀
剣
等

」
と
い
う
。
）
の
審
査
を
始
め
と
す
る
業
務
運
営
に
つ
い
て
、
投
書
、
苦
情
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
文
化

庁
に
お
い
て
、
定
期
的
な
検
査
の
機
会
を
と
ら
え
、
業
務
運
営
全
般
に
つ
い
て
協
会
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
十
三
年
八
月
三
十
日
に
実
地
検
査
を
行
っ
た
。
本
実
地
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、

同
年
十
月
十
六
日
、
協
会
に
対
し
、
刀
剣
等
の
審
査
の
公
正
性
の
確
保
等
に
関
し
て
指
導
し
た
と
こ
ろ
、
協
会
か
ら
、
同
年

十
一
月
七
日
、
刀
剣
等
の
審
査
に
関
し
、
協
会
の
役
職
員
及
び
そ
の
親
族
並
び
に
刀
剣
等
の
審
査
の
審
査
員
が
審
査
を
申
請

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
の
改
善
措
置
を
講
じ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

文
化
庁
と
し
て
は
、
そ
の
後
、
刀
剣
等
の
審
査
の
公
正
性
を
確
保
す
る
よ
う
逐
次
協
会
を
指
導
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
も

協
会
に
よ
る
刀
剣
等
の
審
査
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
投
書
を
含
め
、
複
数
の
苦
情
、
投
書
等
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
協

会
に
対
し
、
平
成
十
八
年
五
月
以
後
、
こ
れ
ら
の
苦
情
、
投
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
事
項
の
事
実
関
係
を
調
査
し
、
速
や

一



か
に
報
告
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
及
び
同
年
十
一
月
二
十
七
日
、
協
会
か
ら
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
七
日
の
協

会
の
報
告
に
係
る
業
務
改
善
措
置
に
反
す
る
刀
剣
等
の
審
査
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
当
時
の
協
会
の
報
告
は
協

会
の
意
思
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
協
会
に
対
し
、
よ
り
詳
細
な
事
実
関
係
の
調
査
、
今
後
の
業
務
改
善
措
置
等
に
つ
い
て
、
報

告
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

文
化
庁
と
し
て
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
七
日
の
協
会
の
報
告
に
係
る
業
務
改
善
措
置
に
反
す
る
刀
剣
等
の
審
査
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
協
会
か
ら
、
重
要
刀
剣
及
び
特
別
重
要
刀
剣
に
関
す
る
も
の
が
五
十
四
件
あ
り
、
そ
の
審
査
申
請
者
の
内
訳

に
つ
い
て
は
、
理
事
三
名
（
十
五
件
）
、
職
員
の
親
族
二
名
（
三
十
五
件
）
、
審
査
員
三
名
（
四
件
）
で
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
に
関
す
る
も
の
の
件
数
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の
件
数
、
そ
の
審
査
申
請

者
の
内
訳
等
に
つ
い
て
は
報
告
を
受
け
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
協
会
に
対
し
て
更
に
詳
細
な
事
実
関
係
の
調
査
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



三
の
�
及
び
四
に
つ
い
て

文
化
庁
と
し
て
は
、
協
会
か
ら
、
平
成
十
三
年
十
一
月
七
日
の
協
会
か
ら
の
報
告
に
係
る
業
務
改
善
措
置
に
反
す
る
刀
剣

等
の
審
査
の
申
請
を
し
た
役
員
に
対
し
て
処
分
が
行
わ
れ
た
と
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
文
化
庁
と
し
て
は
、
協
会
が
公

益
法
人
と
し
て
適
切
な
法
人
運
営
を
行
い
、
社
会
的
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
協
会
か

ら
詳
細
な
事
実
関
係
の
報
告
を
受
け
た
後
、
当
該
報
告
の
内
容
を
踏
ま
え
、
必
要
な
指
導
監
督
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

三


